
日
本
学
士
院
賞
　
受
賞
者
　
　
寺て

ら

　
西に

し

　
重

じ
ゅ
う

　
郎ろ

う

専
攻
学
科
目
　
　
金
融
史
・
日
本
経
済
論

生
　
年
　
月
　
　
昭
和
一
七
年
一
二
月

略
　
　
　
歴
　
　
昭
和
四
〇
年
　
三
月
　
　
一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
業

　
　
　
　
　
　
　
同
　
四
二
年
　
三
月
　
　
一
橋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

　
　
　
　
　
　
　
同
　
四
五
年
　
六
月
　
　
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
講
師

　
　
　
　
　
　
　
同
　
四
八
年
　
六
月
　
　
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　
同
　
五
八
年
一
〇
月
　
　
経
済
学
博
士

　
　
　
　
　
　
　
同
　
五
九
年
　
四
月
　
　
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
教
授

　
　
　
　
　
　
　
平
成
一
八
年
　
四
月
　
　
一
橋
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
同
　
一
八
年
　
四
月
　
　
日
本
大
学
商
学
部
・
大
学
院
商
学
研
究
科
教
授

　
　
　
　
　
　
　
同
　
二
五
年
　
四
月
　
　
日
本
大
学
客
員
教
授
（
現
在
に
至
る
）
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経
済
学
博
士
寺
西
重
郎
氏
の
『
戦
前
期
日
本
の

金
融
シ
ス
テ
ム
』
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

　
寺
西
重
郎
氏
は
、
近
代
日
本
の
金
融
シ
ス
テ
ム
を
経
済
発
展
と
の
か
か
わ
り

に
お
い
て
分
析
し
た
『
日
本
の
経
済
発
展
と
金
融
』（
昭
和
五
七
年
）
を
初
め
と

す
る
精
力
的
な
実
証
研
究
を
通
じ
て
学
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
本
書
（『
戦
前

期
日
本
の
金
融
シ
ス
テ
ム
』
岩
波
書
店
、
平
成
二
三
年
一
二
月
）
は
、
最
近
に

お
け
る
銀
行
史
研
究
と
証
券
史
研
究
の
進
展
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
ら
を
批
判
的

に
総
括
し
た
い
わ
ば
通
史
的
部
分
と
、
氏
独
自
の
実
証
に
基
づ
く
論
争
的
部
分

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
論
争
的
部
分
と
い
う
の
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
前
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
中
心
が
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
の
よ
う
な
銀
行

を
仲
介
者
と
す
る
仲
介
型
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
戦
後
と
は
異
質
の
資
本

市
場
（
株
式
・
社
債
）
に
よ
る
市
場
型
で
あ
っ
た
の
か
を
め
ぐ
る
論
争
を
、
よ

り
包
括
的
な
歴
史
的
視
点
か
ら
解
決
す
る
た
め
に
独
自
の
実
証
を
試
み
た
問
題

提
起
的
部
分
の
こ
と
を
主
に
指
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
通
史
的
部
分
に
も
寺
西

氏
が
発
表
し
て
き
た
諸
研
究
が
含
ま
れ
て
お
り
、
研
究
史
の
総
括
に
際
し
て
は

論
争
的
部
分
に
基
づ
い
た
独
自
の
批
判
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
い
る
。そ
こ
で
、

以
下
で
は
、
主
と
し
て
論
争
的
部
分
を
取
り
上
げ
、
四
部
か
ら
な
る
本
書
の
注

目
す
べ
き
論
点
を
紹
介
し
た
い
。

　
第
一
部
「
問
題
の
所
在
と
分
析
の
準
備
」
で
は
、
ま
ず
本
書
の
狙
い
が
、
戦

前
期
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
変
化
の
方
向
に
つ
い
て
、
戦
後
期
の
よ
う
な
仲
介
型

シ
ス
テ
ム
に
向
か
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
市
場
型
シ
ス
テ
ム
に
向
か
っ
て

い
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
際
、
仲
介
型
と
市
場
型
の
二
つ
の

サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
の
相
互
比
較
だ
け
で
な
く
相
互
依
存
を
含
む
観
点
か
ら
分
析

す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
産
業
部
門
全
体
の
資
金
調
達
の

あ
り
方
と
そ
の
変
化
を
計
量
的
に
検
討
し
、
近
代
的
大
企
業
は
当
初
か
ら
資
本

市
場
に
頼
っ
た
の
に
対
し
て
中
小
企
業
と
在
来
産
業
は
金
融
機
関
か
ら
借
り
入

れ
て
い
た
こ
と
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
以
降
、
全
体
と
し
て
の
借
入
依
存
度
が

株
式
・
社
債
依
存
度
を
下
回
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
中
小
企
業
と
在
来
産
業
の

相
対
的
地
位
が
大
き
く
後
退
し
た
た
め
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
第
二
部
「
銀
行
」
は
、
銀
行
制
度
の
変
遷
、
銀
行
業
の
活
動
内
容
と
産
業
組

織
に
つ
い
て
の
通
史
的
叙
述
が
多
い
が
、
そ
こ
に
は
著
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
研
究

史
批
判
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
日
本
の
普
通
銀
行
は
何
れ
も
特
定
産
業
企

業
へ
の
資
金
導
入
機
関
と
し
て
の
「
機
関
銀
行
」
で
あ
っ
た
と
い
う
通
説
に
対

し
て
、
多
様
な
顧
客
へ
の
短
期
融
資
を
行
う
商
業
銀
行
も
多
い
と
い
う
批
判
が

繰
り
返
さ
れ
て
き
た
が
、
ど
の
程
度
「
機
関
銀
行
」
が
多
か
っ
た
か
は
未
決
着

で
あ
っ
た
。
著
者
は
、
蔵
相
演
説
な
ど
に
よ
り
つ
つ
政
策
担
当
者
は
企
業
と
銀

行
の
関
係
が
密
接
で
な
い
こ
と
を
む
し
ろ
問
題
視
し
て
お
り
、
そ
れ
は
大
企
業
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が
「
機
関
銀
行
」
よ
り
も
資
本
市
場
を
利
用
し
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
と
主

張
す
る
。

　
続
く
第
三
部
「
金
融
市
場
」
で
は
、
ま
ず
戦
前
の
株
式
取
引
所
の
分
析
が
行

わ
れ
、
そ
こ
に
お
け
る
仲
買
人
の
活
発
な
株
式
売
買
が
場
外
の
現
物
商
に
よ
る

取
引
に
株
式
の
価
格
情
報
を
提
供
し
、
円
滑
な
株
式
移
転
を
可
能
に
さ
せ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
上
で
、
取
引
所
で
の
取
引
が
差
金
決
済
を
伴
う
長
期
清
算
取

引
が
中
心
で
実
物
取
引
が
少
な
く
投
機
的
性
格
が
強
か
っ
た
理
由
が
問
題
と
さ

れ
る
。
著
者
の
答
え
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
仲
買
人
に
よ
る
自
己

売
買
の
承
認
や
債
務
不
履
行
の
場
合
の
賠
償
責
任
を
取
引
所
が
引
き
受
け
る
と

い
っ
た
制
度
上
の
欠
陥
だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た
取
引
所
法
の
下
で
生
ず
る
仲

買
人
の
質
の
劣
化
現
象
が
投
機
的
性
格
の
原
因
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
つ
ぎ
に
著
者
は
、
投
資
家
社
会
の
分
析
を
行
い
、
一
九
二
五
年
当
時
の
投

資
家
社
会
の
規
模
は
五
〇
万
人
か
ら
六
〇
万
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
所
得
額
五

〇
〇
〇
円
以
上
の
一
五
万
人
程
度
の
比
較
的
少
数
の
富
裕
層
・
中
間
層
が
証
券

税
制
や
企
業
統
治
に
関
与
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
持
っ
て
い
た
と
推
定
す

る
。
彼
ら
有
力
投
資
家
は
相
互
に
投
資
情
報
を
共
有
し
、
株
主
総
会
で
の
満
場

一
致
に
よ
る
意
思
決
定
を
支
え
て
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
著
者
は
、
投
資
家
が

し
ば
し
ば
手
持
ち
の
株
式
を
担
保
と
す
る
銀
行
借
入
を
行
っ
て
投
資
資
金
を
調

達
し
、
一
八
九
三
年
か
ら
一
九
二
〇
年
頃
ま
で
の
銀
行
貸
出
の
実
に
四
〇
％
前

後
が
株
式
担
保
で
あ
っ
た
こ
と
を
重
視
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
株
式

担
保
金
融
は
仲
介
型
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
か
ら
市
場
型
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
に
向
け

て
の
大
量
の
資
金
の
流
れ
が
あ
っ
た
こ
と
、
両
者
は
そ
こ
で
は
相
互
依
存
の
関

係
に
あ
り
仲
介
型
と
市
場
型
と
い
う
二
分
法
の
適
用
が
難
し
い
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
最
後
の
第
四
部
「
戦
間
期
か
ら
戦
後
へ
」
は
、
本
書
の
も
っ
と
も
重
要
な
論

争
的
部
分
を
な
す
。
著
者
は
、
戦
後
の
金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
は
、
戦
後
改

革
か
ら
で
な
く
昭
和
恐
慌
か
ら
始
ま
る
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
恐
慌

の
過
程
で
、
地
主
と
商
工
業
者
か
ら
な
る
旧
中
間
層
の
没
落
が
進
み
、
彼
ら
の

手
放
し
た
株
式
は
生
命
保
険
な
ど
の
金
融
機
関
と
大
企
業
の
手
に
移
っ
た
こ

と
、
新
た
に
登
場
し
た
個
人
投
資
家
は
資
産
規
模
の
小
さ
い
大
企
業
従
業
員
な

ど
の
新
中
間
層
で
あ
り
、
彼
ら
の
資
産
選
択
に
お
い
て
は
リ
ス
ク
の
高
い
株
式

は
中
心
的
地
位
を
占
め
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
著
者
は
ま
た
、
昭
和
恐

慌
時
か
ら
大
蔵
省
が
旧
中
間
層
救
済
の
た
め
に
構
想
し
た
地
主
・
商
工
業
者
の

減
税
や
配
当
・
利
子
所
得
へ
の
増
税
は
、
旧
中
間
層
が
も
は
や
配
当
・
利
子
所

得
か
ら
利
益
を
得
る
存
在
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
だ
っ
た

と
評
価
す
る
。
こ
う
し
て
著
者
は
、
昭
和
恐
慌
に
よ
る
旧
中
間
層
の
没
落
と
戦

後
改
革
に
よ
る
富
裕
層
の
没
落
と
い
う
二
段
階
の
シ
ョ
ッ
ク
を
経
て
個
人
投
資

家
層
が
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
、
銀
行
を
中
心
と
す
る
戦
後
型
の
金
融
シ
ス
テ
ム
が

形
成
さ
れ
た
と
い
う
斬
新
な
仮
説
を
提
起
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
従
来
別
々
に
行
わ
れ
て
き
た
銀
行
史
研
究
と
証
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券
史
研
究
を
一
体
の
も
の
と
し
て
分
析
し
た
だ
け
で
な
く
、
第
二
次
世
界
大
戦

を
挟
ん
で
別
々
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
戦
前
金
融
史
と
戦
後
金
融
史

を
内
在
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
初
め
て
試
み
た
点
で
、
画
期
的
な
研
究
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
書
の
中
の
通
史
的
部
分
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
近
代
金
融

史
と
近
世
金
融
史
の
連
続
性
を
実
証
し
た
最
近
の
研
究
が
無
視
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
欧
米
金
融
史
と
の
比
較
が
足
り
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
敗
戦
後
の
ハ
イ

パ
ー
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
評
価
が
低
い
こ
と
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
注

文
が
あ
り
う
る
し
、
著
者
が
問
題
提
起
を
行
っ
た
論
争
的
部
分
に
つ
い
て
は
、

十
分
な
実
証
が
な
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

仲
介
型
と
市
場
型
の
二
分
法
を
克
服
し
た
分
析
視
角
に
立
ち
つ
つ
、
戦
後
金
融

シ
ス
テ
ム
に
向
け
て
の
動
き
が
戦
前
金
融
シ
ス
テ
ム
の
中
で
昭
和
恐
慌
を
画
期

に
開
始
さ
れ
た
と
す
る
本
書
の
仮
説
は
、
従
来
の
研
究
史
の
ア
ポ
リ
ア
を
突
破

す
る
独
創
的
な
問
題
提
起
で
あ
り
、
今
後
の
近
代
日
本
金
融
史
研
究
に
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
本
書
が
日
本
経
済
史
・
金
融
史
の

研
究
史
に
長
く
残
る
画
期
的
な
研
究
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ

り
、
本
書
は
日
本
学
士
院
賞
に
十
分
値
す
る
業
績
で
あ
る
。
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